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に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 40,05 40,28 +0,23 39,30 +0,98

USD / BRL Spot BRL 3,0803 3,0754 -0,0049 3,0942 -0,0188

USD / JPY Spot JPY 123,37 123,94 +0,57 121,54 +2,40

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.864 53.772 -92 54.377 -605

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 249,0 248,5 -0,5 222,3 +26,2

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,50 12,50 +0,00 12,17 +0,33

DI Future Jul16（金利先物） % 14,26 14,16 -0,10 13,75 +0,41

3 Months US Dollar Libor % 0,282 0,282 +0,000 0,285 -0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 223,2 224,4 +1,2 225,6 -1,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、取引開始直後にドル買戻しが優勢の展開となり、一時３．１１台後半まで

ドル高レアル安が進行。但し、米国で公表された各種指標がマチマチな内容（５月新築住宅販売件数が

前月比２．２％増と７年ぶりの高水準を記録した一方、５月耐久財受注は前月比１．８％減と市場予想を

下回った）となったこともあり、その後はドル買いも続かず、レアル相場は３．０７台半ばで取引を終えた。

ユーロ圏各国首脳は２２日、ギリシャのTsipras政権に対し、債権者の要求に応じて４８時間以内に一段と

歩み寄り、５ヶ月間続いた支援交渉の行き詰まりを打開するよう最終決断を求めた。各国首脳らは、本日の

ユーロ圏財務相会合（ユーログループ）で結果を出し、週末に合意できるよう交渉を一段と迅速化させる

ことでも合意している。なお、仮にギリシャ議会が週末に救済条件の措置を承認し道筋を整えれば、ドイツ

議会は２９日または３０日にギリシャ救済合意について採択が可能との一部報道もマーケットで見られた。

中銀が２２日公表した５月経常収支は３４億ドルの赤字となり、赤字幅は前月４月の６９億ドルから半減した。
輸入需要が縮小し、レアルが下落した結果、貿易黒字が拡大したことが赤字縮小の主因となった。これを
受け、５月までの１年間の経常赤字が国内総生産（ＧＤＰ）に占める比率も前月の４．５３％から４．３９％へ
低下。中銀は２０１５年の経常収支赤字予想を従来の８４０億ドルから８１０億ドルに引き下げた。なお、外国
からブラジルへの直接投資（ＦＤＩ）は６６億ドルを記録している。


